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図 1　所得区分判定の流れ
スタート
本人および同じ世帯にいる65歳以上の被保険者
（第1号被保険者）の住民税課税所得が145万円
未満である
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基準収入額適用
申請が認められ
ると

区分4

基準収入額適用
申請が認められ
ると

区分4

同じ世帯にいる65歳以上の被保険者（第1号被保
険者）は本人のみである

本人および同じ世帯にいる
65歳以上の被保険者（第1
号被保険者）の前年の収入合
計額が520万円未満である

本人の前年の収入
額が383万円未
満である
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現役並み所得者相当の方がいる世帯
(1カ月の世帯限度額4万4,400円）

住民税課税世帯（1カ月の世帯限度額3万7,200円)

【凡例】

家
屋
の
調
査
に
つ
い
て

　
　
年
度
か
ら
の
固
定
資
産
税
・

２８
都
市
計
画
税
の
基
と
な
る
評
価
額

を
算
出
す
る
た
め
、　

年
１
月
２

２７

日
～　
年
１
月
１
日
の
間
に
新
築

２８

や
増
築
を
し
た
家
屋
を
対
象
に
、

家
屋
調
査
を
行
い
ま
す
。

　
調
査
は
市
職
員
が
複
数
人
で
伺

い
、
所
有
者
の
立
ち
会
い
の
下
、

家
屋
の
外
回
り
と
内
部
の
間
取

り
・
使
用
資
材
な
ど
を
確
認
す
る

も
の
で
す
。
家
屋
調
査
を
行
う
と

き
は
、
事
前
に
文
書
で
連
絡
し
、

日
時
を
約
束
し
て
か
ら
伺
い
ま
す
。

家
屋
の
取
り
壊
し
・
増
築

の
際
に
は
、
ご
連
絡
を

　
建
物
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
取

り
壊
し
た
場
合
、
ま
た
は
建
物
を

増
築
し
た
場
合
に
は
、
登
記
・
未

登
記
に
か
か
わ
ら
ず
、
ご
連
絡
く

　
医
療
機
関
な
ど
の
窓
口
で
支
払

う
医
療
費
の
自
己
負
担
（
一
部
負

担
金
）
の
割
合
は
、「
１
割
」
ま
た

は
「
３
割
」
で
す
。
自
己
負
担
の

割
合
は
、
毎
年
８
月
１
日
に
当
年

度
の
住
民
税
課
税
所
得（
市
民
税・

都
民
税
納
税
通
知
書
の
「
課
税
標

準
額
」）と
世
帯
構
成
の
状
況
か
ら

判
定
し
ま
す
。

　
　
年
８
月
～　
年
７
月
の
自
己

２７

２８

負
担
の
割
合
は
、　

年
度
の
住
民

２７

税
課
税
所
得
に
基
づ
い
て
見
直
し

ま
す
。

◎
見
直
し
が
あ
る
方

　
新
し
い
自
己
負
担
の
割
合
を
表

記
し
た
被
保
険
者
証
を
７
月
末
日

ま
で
に
簡
易
書
留
で
郵
送
し
ま
す
。

８
月
以
降
は
新
し
い
被
保
険
者
証

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
現

在
お
持
ち
の
被
保
険
者
証
は
７
月

　
日
（
金
）
ま
で
使
用
し
、
８
月

３１以
降
に
同
封
の
返
信
用
封
筒
で
返

送
、
ま
た
は
保
険
年
金
課
高
齢
者

医
療
係
（
市
役
所
１
階
）
に
直
接

返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
見
直
し
が
な
い
方

　
自
己
負
担
の
割
合
が
変
わ
ら
な

い
方
は
、
引
き
続
き
現
在
お
持
ち

の
被
保
険
者
証
を
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

図 2　｢自己負担の割合」の判定の流れ
スタート
本人および同じ世帯にいる後期高齢者医療制度の被保険者の
住民税課税所得がいずれも145万円未満である

1割負担

1割負担 本人および同じ世帯に昭和20年1月2日以降生まれの被保険者がいる

本人および同じ世帯にいる後期高齢者医療制度の被保険者の
賦課のもととなる所得金額の合計額が210万円以下である

本人の前年の収入額が、
383万円未満である

本人および同じ世帯にいる後期高齢
者医療制度の被保険者の前年の収入
合計額が、520万円未満である

後期高齢者医療制度の被保険
者と同じ世帯の中に70歳～
74歳の国保や会社の健康保
険などの加入者がいる場合
で、本人の前年の収入とその
方の前年の収入合計額が、
520万円未満である

同じ世帯にいる後期高齢者医療制度の被保険者は本人のみである
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に該当する方は申請してください。A CB

基準収入額適
用申請が認め
られると
1割負担

A

基準収入額適用申
請が認められると 1割負担

B

基準収入額適
用申請が認め
られると
1割負担

3割負担
(現役並み所得の方)

C

自
己
負
担
の
割
合
の　

判

定

基

準

　
「
１
割
」＝
同
じ
世
帯
に
い
る
被

保
険
者
全
員
の
住
民
税
課
税
所
得

が
１
４
５
万
円
未
満
の
場
合

　
「
３
割
」＝
本
人
お
よ
び
同
じ
世

帯
に
い
る
被
保
険
者
の
中
に
住
民

税
課
税
所
得
が
１
４
５
万
円
以
上

の
方
が
１
人
で
も
い
る
場
合

　
（
左
図
２
参
照
）

基
準
収
入
額
適
用
申
請

　
住
民
税
課
税
所
得
が
１
４
５
万

円
以
上
で
、
自
己
負
担
の
割
合
が

「
３
割
」
と
判
定
さ
れ
た
方
で
も
、

「
収
入
額
」
が
基
準
額
未
満
の
方

は
、
申
請
を
し
て
認
定
さ
れ
る
と

「
１
割
」
に
な
り
ま
す
。
な
お
、

こ
の
「
収
入
額
」
は　
年
中
の
収

２６

入
で
、
必
要
経
費
や
公
的
年
金
控

除
な
ど
を
差
し
引
く
前
の
金
額
で

す
。基

準
収
入
額
適
用
の　

判

定

基

準

　
同
じ
世
帯
に
被
保
険
者
が
１
人

の
場
合
＝
収
入
額
が
３
８
３
万
円

未
満
（
同
じ
世
帯
に
国
民
健
康
保

険
な
ど
他
の
医
療
保
険
に
加
入
の

　
歳
～　
歳
の
方
が
い
る
場
合
は
、

７０

７４

そ
の
方
と
被
保
険
者
の
収
入
の
合

計
額
が
５
２
０
万
円
未
満
）

　
同
じ
世
帯
に
被
保
険
者
が
複
数

人
の
場
合
＝
収
入
額
の
合
計
が
５

２
０
万
円
未
満

　
対
象
と
思
わ
れ

る
方
に
は
申
請
書

を
送
付
し
ま
す
の

で
、
７
月
中
に
保

険
年
金
課
高
齢
者
医
療
係
（
市
役

所
１
階
）
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
同
係
☎
４
７
０
・
７

８
４
６
へ
。

２７年度介護保２７年度介護保険険
料額決定通知料額決定通知書書
を送付しまを送付しますす

　
　
年
度
の
介
護
保
険
料
額
決
定

２７
通
知
書
を
、
７
月　
日
（
月
）
に

１３

送
付
し
ま
す
。

　
年
金
か
ら
天
引
き
で
納
め
て
い

た
だ
く
方
は
、
年
金
支
給
月
に
天

引
き
と
な
り
ま
す
。

　
銀
行
な
ど
の
窓
口
や
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
め
て
い
た
だ

く
必
要
の
あ
る
方
に
は
、
納
付
書

を
同
封
し
ま
す
。
納
付
に
は
、
便

利
な
口
座
振
替
も
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
　
※
今
年
度
か
ら
、
全
国
の
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
納
付
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
介
護
保
険
料

は　
歳
以
上
の

４０
全
て
の
方
に
負

担
い
た
だ
い
て

い
ま
す
が
、
今

回
お
知
ら
せ
す

る
の
は
、　
歳
以
上
の
方
で
す（　

６５

６５

歳
未
満
の
方
の
介
護
保
険
料
は
、

公
的
医
療
保
険
の
保
険
料
に
含
ま

れ
た
形
で
、
納
め
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
）。

　
介
護
保
険
は
、
介
護
が
必
要
に

な
っ
た
と
き
に
安
心
し
て
介
護
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
、

国
民
の
皆
さ
ん
で
支
え
合
っ
て
い

く
制
度
で
す
。
本
人
だ
け
で
な
く

家
族
の
負
担
も
軽
く
す
る
た
め
の

も
の
で
す
。
市
の
介
護
サ
ー
ビ
ス

費
の
総
額
の
う
ち
、　

歳
以
上
の

６５

方
の
保
険
料
が
約
５
分
の
１
の
割

合
で
支
え
て
い
ま
す
。
保
険
料
の

納
付
に
つ
き
ま
し
て
、
ご
理
解
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
介
護
福
祉
課
保
険
係

☎
４
７
０
・
７
８
１
８
へ
。

　
８
月
か
ら
、　
歳
以
上
の
方（
第

６５

１
号
被
保
険
者
）
が
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
し
た
と
き
の
利
用
者
負

担
は
、
前
年
の
合
計
所
得
金
額
に

応
じ
て
、
１
割
ま
た
は
２
割
の
負

担
割
合
と
な
り
ま
す
。
こ
の
負
担

割
合
を
表
示
し
た
「
介
護
保
険
負

担
割
合
証
（
ク
リ
ー
ム
色
）」
を
、

要
介
護
（
支
援
）
認
定
を
受
け
た

全
て
の
方
に
交
付
し
ま
す
。

　
な
お
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
と
き
は
、「
介
護
保
険
被
保
険

者
証
（
緑
色
）」
と
「
介
護
保
険
負

担
割
合
証
」
を
忘
れ
ず
に
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
提
示
し
て
く
だ
さ

い
。
　
【
交
付
対
象
】要
介
護（
支
援
）認

定
を
受
け
た
方

　
【
交
付
時
期
】原
則
年
１
回
、毎

年
８
月
１
日
を
基
準
日
と
し
て
前

年
の
所
得
に
よ
り
負
担
割
合
を
決

定
し
、
毎
年
７
月
中
旬
に
交
付
し

ま
す
。
変
更
が
生
じ
る
場
合
や
、

新
た
に
要
介
護
（
支
援
）
認
定
を

受
け
た
方
に
は
随
時
交
付
し
ま
す

　
【
適
用
期
間
】８
月
１
日（
新
た

に
認
定
を
受
け
た
方
は
申
請
日
）

～
翌
年
の
７
月　
日
３１

　
【
お
願
い
】
住
所
・
氏
名
・
ふ
り

が
な
・
生
年
月
日
な
ど
、
記
載
事

項
を
確
認
い
た
だ
き
、
誤
り
が
あ

っ
た
場
合
は
介
護
福
祉
課
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い

８
月
以
降
の　
　
　
　

利
用
者
負
担
割
合

　
「
２
割
」と
な
る
方
＝
本
人
の
前

年
の
合
計
所
得
金
額
が
１
６
０
万

円
以
上
の
方
（
た
だ
し
、
本
人
の

前
年
の
合
計
所
得
金
額
が
１
６
０

万
円
以
上
の
方
で
も
、
年
金
収
入

と
そ
の
他
の
合
計
所
得
金
額
の
合

計
が
単
身
世
帯
で
２
８
０
万
円
未

満
、　

歳
以
上
の
方
が
２
人
以
上

６５

の
世
帯
で
３
４
６
万
円
未
満
の
方

は
１
割
負
担
と
な
り
ま
す
）

　
「
１
割
」と
な
る
方
＝
前
記
以
外

の
方
　
詳
し
く
は
同
課
☎
４
７
０
・
７

７
５
０
ま
た
は
☎
４
７
０
・
７
８

１
８
へ
。

高
額
介
護
（
介
護
予
防
）

サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給

　
１
カ
月
に
利
用
し
た
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
自
己
負
担
額
（
以
下
「
利

用
者
負
担
額
」）が
一
定
の
上
限
を

超
え
た
場
合
は
、超
え
た
額
が「
高

額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
」
と
し
て
給

付
さ
れ
ま
す
。
対
象
と
な
る
場
合
、

新
規
の
方
に
は
「
支
給
申
請
書
」、

継
続
の
方
に
は
「
支
給
決
定
通
知

書
」
を
送
付
し
ま
す
。

　
※
同
一
世
帯
に
介
護
サ
ー
ビ
ス

利
用
者
が
複
数
い
る
場
合
は
、
利

用
者
負
担
額
を
合
計
し
て
、
高
額

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
を
算
定
し
ま
す
。

◎
８
月
か
ら
、
利
用
者
負
担
額
の

上
限
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す

　
利
用
者
負
担
額
に
は
、
所
得
段

階
に
応
じ
て
上
限
額（
所
得
区
分
）

を
設
け
て
い
ま
す
。
所
得
区
分
は
、

毎
年
８
月
１
日
に
、
当
年
度
の
住

民
税
課
税
所
得
（
市
民
税
・
都
民

税
納
税
通
知
書
の
「
課
税
標
準

額
」）と
世
帯
構
成
の
状
況
か
ら
判

定
し
ま
す
。

　
８
月
１
日
以
降
の
利
用
分
か
ら
、

住
民
税
課
税
世
帯
で
、
同
一
世
帯

内
に　
歳
以
上
（
第
１
号
被
保
険

６５

者
）
で
課
税
所
得
１
４
５
万
円
以

上
の
方
が
い
る
場
合
は
、
１
カ
月

当
た
り
の
負
担
額
の
所
得
区
分
が
、

「
区
分
４
」
＝
３
万
７
２
０
０
円

か
ら
「
区
分
５
」
＝
４
万
４
４
０

０
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
（
広

報
５
月
１
日
号
１
面
参
照
）。

　
※
区
分
１
～
区
分
３
（
住
民
税

非
課
税
世
帯
）
の
方
は
、
変
更
あ

り
ま
せ
ん
。

◎
「
区
分
５
」
か
ら
「
区
分
４
」

に
変
更
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す

　
「
区
分
５
」と
判
定
さ
れ
た
方
で

も
、
次
の
①
②
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
場
合
は
、「
介
護
保
険
基
準

収
入
額
適
用
」
を
申
請
し
、
適
用

さ
れ
る
と
、
申
請
月
の
翌
月
か
ら

「
区
分
４
」
に
変
更
さ
れ
ま
す
。

【
基
準
収
入
額
適
用
の
判
定
条

件
】
①
同
一
世
帯
に　
歳
以
上
の

６５

被
保
険
者
が
複
数
人
の
場
合
＝
収

入
額
の
合
計
が
５
２
０
万
円
未
満

②
同
一
世
帯
に　
歳
以
上
の
被
保

６５

険
者
が
１
人
の
場
合
＝
収
入
額
が

３
８
３
万
円
未
満（
下
図
１
参
照
）

　
※
「
収
入
額
」
は
、
前
年
の
収

入
で
必
要
経
費
や
公
的
年
金
控
除

な
ど
を
差
し
引
く
前
の
金
額
で
す
。

◎
「
介
護
保
険
基
準
収
入
額
適
用

申
請
書
」
を
送
付
し
ま
す

　
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
に
は
、

「
介
護
保
険
基
準
収
入
額
適
用
申

請
書
」
を
送
付
し
ま
す
。
申
請
書

が
届
い
た
方
は
、７
月　
日（
金
）

３１

ま
で
に（
必
着
）、必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
介
護
福
祉
課
（
市
役
所

１
階
）
に
必
ず
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。
適
用
さ
れ
た
場
合
は
、
８
月

１
日
（
土
）
か
ら
の
利
用
者
負
担

限
度
額
の
所
得
区
分
が
、「
区
分

５
」
か
ら
「
区
分
４
」
に
変
更
さ

れ
ま
す
。
判
定
結
果
は
別
途
送
付

す
る
通
知
書
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

だ
さ
い
。

土
地
の
調
査
を
実
施
し
ま
す

　
土
地
の
利
用
状
況
を
調
査
す
る

た
め
、
市
職
員
が
市
内
全
域
を
自

転
車
で
巡
回
し
ま
す
。
調
査
の
実

施
期
間
は　
月
～　
月
頃
で
す
。

１０

１２

　
※
家
屋
・
土
地
と
も
に
、
調
査

時
に
は
市
職
員
が
「
固
定
資
産
評

価
補
助
員
証
」
を
携
帯
し
て
い
ま

す
。
　
詳
し
く
は
課
税
課
家
屋
資
産
税

係
☎
４
７
０
・
７
７
７
７
（
内
線

２
３
４
２
～
２
３
４
４
）、土
地
資

産
税
係
（
内
線
２
３
３
８
・
２
３

３
９
・
２
３
４
１
）
へ
。

介護保険負担割合証

　
※
新
た
に
要
介
護
認
定
の
申
請

を
す
る
方
は
、
随
時
、
こ
の
適
用

申
請
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
【
ご
注
意
】「
医
療
保
険
制
度
の

申
請
」
と
は
、
世
帯
員
の
範
囲
が

異
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
「
介
護

保
険
制
度
の
申
請
」
を
行
っ
て
く

だ
さ
い

　
詳
し
く
は
同
課
介
護
サ
ー
ビ
ス

係
☎
４
７
０
・
７
７
５
０
へ
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
自
己
負
担
が
高
額
に
な
っ
た
と
き

〜
基
準
収
入
額
適
用
が
新
設
さ
れ
ま
す
〜
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８
月
か
ら
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
と
き
はははははははははははははははははははははははははははははははははは
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ででででででででででででででででででででででででででででででででで

「
介
護
保
険
負
担
割
合
証
」
が
必
要
で
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

毎
年
８
月
に
自
己
負
担
の
割
合
を
見
直
し
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

固
定
資
産
税
の
現
況
調
査

固
定
資
産
税
の
現
況
調
査
にに

ご
協
力

ご
協
力
をを

見本


